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沖小だより
子どもたちが動かすクラブ活動

　今年度のクラブ活動が本格的にスタートしました。沖小学

校のクラブ活動について、大切にしていることがあります。

それは、「子どもが主役」であるということです。

　各クラブの活動内容を決め、当日の進行を担うのは、担当

の先生ではなく６年生の子どもたち。芸術クラブではアクア

ビーズやイラストに夢中になる子どもたちを、ボランティア

の保護者の方が温かく見守ってくださいました。遊びクラブ

では、椅子取りゲームを自分たちで盛り上げ、笑顔があふれ

ていました。こうした場面を見ていると、「任される」ことの

力を改めて感じます。大人が先回りして答えを示すのではな

く、子どもたちが考え、動き、振り返る。その経験こそが、

主体性と当事者意識を育てると信じています。

　クラブボランティアとしてご協力くださった保護者の皆様、

本当にありがとうございました。子どもたちの「やってみよう」を、これからも地域ぐるみで

支えていただけることに心から感謝しております。

高所避難訓練を実施しました

　５月２７日（水）、豪雨・津波などの災害時を想定した

「高所避難訓練」を行いました。

　校内放送の合図とともに、子どもたちは学年ごとに決めら

れた４階の避難場所へと静かに移動しました。廊下や階段で

は「おさない・はしらない・しゃべらない・もどらない」を

しっかり守りながら、落ち着いて行動することができました。

　避難後は、各学年の担任から高所避難についての話を聞きました。写真は、避難した子ども

たちが先生の話に真剣に耳を傾けている様子です。子どもたちの表情は真剣そのもので、「もし

ものとき」に自分の命を守るための行動を、しっかりと学び直す機会となりました。

　いざというときに「自分で考えて動ける力」を、日々の訓練の積み重ねで育てていきたいと

思います。

オープンスクール（引き渡し訓練）のお知らせ

　６月１８日（木）に、オープンスクール（引き渡し訓練）を予定しています。

　子どもたちが学校でどんなふうに学んでいるか——ぜひ、その様子を直接見にいらしてくだ

さい。日ごろの授業のなかにこそ、子どもたちの成長がぎゅっと詰まっています。詳細につい

ては、改めてお知らせいたします。



実社会につながるプロジェクト型学習

　「地域のみんなが笑顔になる夏祭りをひらこう」

　これが、４年生の総合的な学習の時間のミッシ

ョンです。

　お祭りというテーマを前に、子どもたちはまず

自分たちの「思い出」から旅を始めました。楽し

かったこと、困ったこと、あったらいいなと思う

こと——過去の経験をひもとくことで、「本当に

いいお祭りってどんなものだろう？」という問い

が生まれてきました。

　廊下には、子どもたちが話し合いながらまとめたマインドマップが貼り出されています。

「暑さ対策」「迷子にならない工夫」「費用」「キッズスペース」「フォトスポット」など、大切な

視点が並んでいます。

　　　　　　　　　　　　　その後、子どもたちはチームに分かれ、「遊び・宣伝・会場づく

　　　　　　　　　　　　り・おもてなし・安全」それぞれの役割を担いながら、お祭りの企

　　　　　　　　　　　　画を立ち上げていきます。「３発しゃてき」を出店しようと計画して

　　　　　　　　　　　　いる子は、「できるだけあたらないように人と人の間をあける」とい

　　　　　　　　　　　　う安全への配慮まで自分で考え、企画シートに書き込んでいました。

　　　　　　　　　　　　　ただ楽しければいい、ではありません。「小さい子もお年寄りも、　

　　　　　　　　　　　　みんなが参加できるか？」「ケガの危険はないか？」「わたしたちの町

　　　　　　　　　　　　ならではの工夫があるか？」——３つの条件をクリアしてこそ、ミッ

　　　　　　　　　　　　ション達成です。

　　　　　　　　　　　　　これは、本物の「企画・実行・改善」の体験です。子どもたちが　　　　　

　　　　　　　　　　　　地域とつながる祭りをゼロからつくり上げていく姿を、どうかあたた

　　　　　　　　　　　　かく見守ってください。

みんなが気もちよく過ごせる場所に

　先日の児童集会では、生活指導担当の新盛先

生から「公園での遊び方」についてお話があり

ました。スクリーンには、自転車の停め方ひと

つで公園の入り口がふさがってしまう様子が映

し出され、子どもたちは身近な場面を通して、

ルールやマナーの意味を考えました。　

　放課後や学校の外での出来事については、地

域や各家庭の間で話し合っていただくことが基

本となります。ただ、「みんなが気もちよく使える場所にするにはどうすればいいか」という

問いは、学校でも大切にしていくテーマです。知識としてのルールではなく、相手の立場に立

って考える力——そうした感覚を、こうした集会の積み重ねの中で育てていきたいと思ってい

ます。引き続き、ご家庭でも話題にしていただけると嬉しいです。
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